
予算要求資料
令和２年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名　重点戦略国輸出プロジェクト事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）
農政部　農産物流通課　輸出戦略係　電話番号：058-272-1111（内2918）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11444@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　34,000千円（前年度予算額：28,000千円）
＜財源内訳＞

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	28,000
	10,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	18,000

	要求額
	34,000
	12,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	21,500

	決定額
	28,000
	10,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	18,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・平成２１年度から「観光・食・モノ」を一体的に売り込む「飛騨・美濃じまん海外戦略プロジェクト」を展開し、飛騨牛、鮎、柿のリーディング品目を中心に、販路を開拓した。
・輸出先国は着実に増加し、平成３０年度の輸出先国は、飛騨牛２３カ国、柿６カ国、鮎３カ国に拡大した。
・ＴＰＰ１１、日欧ＥＰＡ、日米貿易協定の発効等を追い風とし、県産農産物の更なる輸出拡大を図る必要がある。
（２）事業内容

・輸出ターゲット（国・品目）を絞り込んだうえで、在外公館等と連携し、知事トップセールス等を効果的に実施する。

・輸出推進に必要な民間レベルでの体制を整備するため、農業団体、食品産業団体、ＪＥＴＲＯ等で構成する組織の運営を支援する。
（３）県負担・補助率の考え方

　　　県産農産物の海外販路開拓には、県のリーダーシップが不可欠であり、
　　　県負担は妥当。

（４）類似事業の有無
無

　　　地域別・品目別の取組状況に併せて、３つのステージ※で施策を展開して
　　おり、本事業はステージ１となる。
　　※ステージ１「トップセールス等での認知獲得」、ステージ２「フォロー
　　　アップを通じたルートの確保」、ステージ３「本格輸出に向けた民間への
　　　移行」
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	180
	有識者謝金

	旅費
	4,550
	事前調査及びプロモーションに係る渡航経

	需用費
	1,440
	ＰＲ資材等

	役務費
	750
	携帯電話通話料、データ機器レンタル料、翻訳費

	委託料
	25,000
	プロモーション委託費等

	使用料
	80
	携帯電話使用料

	負担金
	2,000
	岐阜県農林水産物輸出促進協議会への助成

	合計
	34,000
	


	　決定額の考え方
  令和元年度と同額の範囲内で実施することとします。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ

　　・「清流の国ぎふ」創生総合戦略（H31年3月策定）
　　　３（１）④　「ぎふブランド」づくり（情報発信・販路拡大）
　　・ぎふ農業・農村基本計画（H28年4月策定）
　　　２　売れるブランドづくり　（４）県産農畜水産物のグローバル展開
（２）国・他県の状況

国においては、農林水産物・食品の輸出拡大に向け、農林水産物・食品輸出促進法が令和2年4月1日から施行される見込みである。
また、全国的に輸出促進への取組が実施されており、米国向け輸出では、牛肉については主要銘柄である宮崎牛（宮崎県）や鹿児島和牛（鹿児島県）、柿については刀根早生等（和歌山県）が輸出されている。アジア地域では、すでに多くの自治体が輸出に取り組んでいる。
（３）後年度の財政負担

県産農産物の輸出対策の重要性は年々増している。「清流の国ぎふ」創生総合戦略の目標年度であるＲ５年度までは県主導で施策を推進する必要がある。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業

	■  継続要求事業

	


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	岐阜県産農畜産物のリーディングブランドである飛騨牛、柿、鮎について、アセアン地域のほか、EU、北米、オセアニアへの輸出を促進しブランド価値の向上を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	富有柿の年間輸出量

（ｔ）
	11
（H20）
	10

（H22）
	22

（H26）
	48.5
（H30）
	30

（R2）
	％
161.7

	飛騨牛の年間輸出量

（kg）
	330
（H20）
	1,071

（H22）
	16,062
（H26）
	59,159
（H30）
	30,000

（R2）
	％
197.2

	鮎の年間輸出量
（kg）
	15
(H25)
	  70

（H26）
	  420

（H27）
	1,423
（H30）
	10,000

（R2）
	％
14.2


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	9月のトップセールスにより、オーストラリアの食肉卸業者との連携強化を図るとともに、レストラン関係者等に飛騨牛のPRを行った。


（前年度の成果）

	オーストラリアの食肉流通業者と飛騨牛のブランド力向上に関する覚書を締結するとともに、飛騨牛海外推奨店を2店舗確保した。
また、商業目的での輸出が認められていない岐阜鮎について、規制緩和を求めた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	国内市場の縮小が見込まれる中、岐阜県産農畜産物の輸出促進及びブランド価値向上のため、必要性は高い。
また、日米貿易協定の発効により、牛肉の低関税枠が拡大が見込まれ、飛騨牛の輸出拡大に、追い風となっている。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	飛騨牛、富有柿、鮎の新規輸出国に対する輸出量は増えており、事業効果が現れている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	岐阜県農林水産物輸出促進協議会との連携により、事業実施の効率化が図れている。


（今後の課題）

	ターゲットとするEU及び北米については、国内で競合する主要産地が輸出に取り組んでいるため、現地でのブランドポジションの確立のためにも、継続した各種PRによる市場優位性の獲得が必要である。


（次年度の方向性）
	EU地域及び北米での県産農産物の認知度向上を図るなど、新規輸出国や地域の開拓に継続して取り組む。


（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	飛騨・美濃じまん海外戦略プロジェクト
推進事業費　　　　　　　【海外戦略推進課】

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	観光、食、モノを「ぎふブランド」とし、戦略的な海外誘客や農産物・地場産品の輸出促進を図る事業であるため。


